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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
も
ろ
色
違
い
の
ニ
ョ
ロ
モ
達
の
冒
険
！
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
２

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
５
１
６
Ｓ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
２
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
全
１
６
回
。

つ
い
に
明
ら
か
に
な
る
邪
悪
な
存
在
。
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第
十
五
話
　
エ
ン
テ
イ
の
辛
さ
（
前
書
き
）

新
た
な
危
機
が
迫
ろ
う
と
し
て
い
た
。
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第
十
五
話
　
エ
ン
テ
イ
の
辛
さ

ハ
ッ
サ
ム
達
は
逃
げ
て
行
っ
た
。

「
助
か
っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
。
」

ニ
ョ
ロ
モ
フ
ォ
ー
ズ
は
、
４
匹
の
ニ
ョ
ロ
モ
に
分
裂
し
た
。

エ
ン
テ
イ
は
、
体
に
邪
心
の
ポ
ケ
モ
ン
を
帯
び
て
い
た
。

「
今
助
け
る
。
ハ
イ
ド
ロ
ポ
ン
プ
！
」

「
来
る
な
！
」

鎖
型
の
ポ
ケ
モ
ン
が
姿
を
現
し
た
。

突
然
変
異
ポ
ケ
モ
ン
　
ニ
ヴ
ォ
ー
ダ
　
　
は
が
ね
タ
イ
プ
　
特
性
鋼
鉄

エ
ン
テ
イ
は
、
彼
に
捕
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

「
エ
ン
テ
イ
を
放
せ
！
」

「
誰
が
放
す
も
の
か
！
ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ
ー
ン
！
」

ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ
ー
ン
　
威
力
６
０
　
命
中
ほ
ぼ
１
０
０
　
タ
イ
プ
は
が
ね

ニ
ョ
ロ
モ
達
に
攻
撃
が
当
た
っ
た
。

「
俺
達
の
攻
撃
が
。
」
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「
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
！
」

サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
　
威
力
５
５
　
命
中
１
０
０
　
タ
イ
プ
ほ
の
お

サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
を
使
っ
た
エ
ン
テ
イ
は
、
赤
ニ
ョ
ロ
モ
と
ニ
ョ
ロ
ト
リ
オ
に
話

し
た
。

「
俺
と
一
つ
に
な
っ
て
く
れ
！
」

「
レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
！
」

「
合
体
欲
善
！
」

エ
ン
テ
イ
と
赤
ニ
ョ
ロ
モ
と
ニ
ョ
ロ
ト
リ
オ
が
合
体
し
た
。

「
エ
ン
ダ
ブ
ル
・
リ
ー
ド
！
」

エ
ン
タ
ブ
ル
・
リ
ー
ド
　
合
体
ポ
ケ
モ
ン
　
ほ
の
お
／
か
く
と
う
タ
イ
プ

「
フ
ァ
イ
ア
ー
テ
ク
ニ
カ
ル
ボ
ン
バ
ー
！
」

フ
ァ
イ
ア
ー
テ
ク
ニ
カ
ル
ボ
ン
バ
ー
　
威
力
１
３
０
　
命
中
７
５
　
タ
イ
プ
ほ

の
お

ニ
ヴ
ォ
ー
ダ
は
、
攻
撃
を
食
ら
っ
た
。

「
は
が
ね
タ
イ
プ
な
ら
、
炎
が
弱
点
だ
ぜ
っ
て
あ
れ
？
」

ニ
ヴ
ォ
ー
ダ
は
倒
せ
な
か
っ
た
。
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「
残
念
で
し
た
。
ク
ロ
ス
チ
ェ
ー
ン
ア
タ
ッ
ク
！
」

ク
ロ
ス
チ
ェ
ー
ン
ア
タ
ッ
ク
　
威
力
８
０
　
命
中
１
０
０
　
タ
イ
プ
は
が
ね

エ
ン
タ
ブ
ル
・
リ
ー
ド
は
、
攻
撃
を
受
け
た
。

「
く
っ
・
・
・
」

ギ
ギ
ギ
ア
ル
と
レ
ア
コ
イ
ル
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
に
頼
ん
だ
。

「
俺
達
を
エ
ン
タ
ブ
ル
・
リ
ー
ド
に
合
体
さ
せ
て
く
れ
！
」

「
わ
か
っ
た
。
合
体
欲
善
！
」

エ
ン
タ
ブ
ル
・
リ
ー
ド
と
レ
ア
コ
イ
ル
と
ギ
ギ
ギ
ア
ル
は
合
体
し
た
。

「
エ
ン
タ
ブ
ル
・
リ
ー
ド
Ｆ
Ｅ
！
」

エ
ン
タ
ブ
ル
・
リ
ー
ド
Ｆ
Ｅ
　
　
合
体
ポ
ケ
モ
ン
　
ほ
の
お
／
か
く
と
う
／
は

が
ね
タ
イ
プ

「
な
に
、
更
に
合
体
し
た
だ
と
！
ふ
ざ
け
や
が
っ
て
、
ク
ロ
ス
チ
ェ
ー
ン
ア
タ

ッ
ク
！
」

エ
ン
タ
ブ
ル
・
リ
ー
ド
Ｆ
Ｅ
は
瞬
時
に
攻
撃
を
避
け
た
。

「
俺
達
の
絆
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
貴
様
の
攻
撃
な
ん
て
朝
め
し
前
な
ん
だ
よ
！
ダ

ー
ク
ブ
レ
イ
ク
！
」
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ダ
ー
ク
ブ
レ
イ
ク
　
　
威
力
３
０
０
　
　
命
中
１
０
０
　
　
タ
イ
プ
は
が
ね
と

か
く
と
う
と
ほ
の
お

ダ
ー
ク
ブ
レ
イ
ク
が
、
ニ
ヴ
ォ
ー
ダ
に
命
中
し
た
。
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第
十
五
話
　
エ
ン
テ
イ
の
辛
さ
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
六
話
　
対
立
し
て
い
る
町
。
お
楽
し
み
に
！
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第
十
六
話
　
対
立
し
て
い
る
町

ダ
ー
ク
ブ
レ
イ
ク
が
ニ
ヴ
ォ
ー
ダ
に
命
中
し
た
。

ア
ー
ボ
と
ク
サ
リ
オ
ス
に
分
離
し
た
。

「
２
体
の
ポ
ケ
モ
ン
が
何
で
合
体
し
て
い
た
ん
だ
ろ
？
」

「
レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
、
心
当
た
り
あ
る
？
」

レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
は
考
え
た
。

「
心
当
た
り
あ
り
ま
す
。
私
は
、
敵
軍
に
拘
束
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
う
ま
く
逃

げ
れ
た
の
で
す
が
、
私
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
悪
用
し
て
い
る
ら
し
い
で
す
ね
。
彼
ら
は

ポ
ケ
モ
ン
を
強
制
合
体
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
」

レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
は
、
敵
軍
に
と
ら
わ
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
度
が
強
か
っ
た
ら

し
い
。

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
利
用
す
る
な
ん
て
許
さ
ね
え
！
」

赤
色
の
ニ
ョ
ロ
モ
は
そ
う
い
っ
た
。

ニ
ョ
ロ
モ
達
は
、
二
つ
の
町
を
見
つ
け
た
。
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ニ
ョ
ロ
モ
た
ち
は
、
二
手
に
分
か
れ
て
行
動
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

「
そ
こ
は
、
任
せ
た
ぞ
。
」

「
あ
あ
、
任
せ
た
。
」

レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
は
、
二
つ
の
町
一
つ
に
行
っ
た
。

し
か
し
、
５
０
万
の
数
で
や
っ
て
き
た
敵
軍
の
存
在
が
今
後
の
展
開
に
変
動
を

呼
ぶ
。

レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
達
は
、
一
つ
の
町
を
注
目
し
て
い
た
。

「
こ
の
町
は
邪
悪
な
に
お
い
が
す
る
。
」

ギ
ギ
ギ
ア
ル
達
が
い
る
場
所
は
穏
や
か
な
川
が
流
れ
て
い
た
。

レ
ア
コ
イ
ル
は
、
嫌
な
予
感
を
し
て
い
た
。

ル
ー
ル
無
用
の
ポ
ケ
モ
ン
が
一
体
い
た
か
ら
で
あ
る
。

名
前
は
、
ヨ
ワ
ホ
ベ
と
い
う
ポ
ケ
モ
ン
で
あ
っ
た
。
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「
来
た
か
、
敵
め
。
」
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第
十
六
話
　
対
立
し
て
い
る
町
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
七
話
　
　
こ
の
町
の
過
ち
。
お
楽
し
み
に
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第
十
七
話
　
こ
の
町
の
過
ち

「
来
た
か
、
敵
め
。
」

ヨ
ワ
ホ
ベ
は
、
敵
軍
を
呼
び
寄
せ
た
。

「
な
に
っ
！
あ
れ
だ
け
の
数
を
。
」

「
こ
こ
の
町
の
者
は
み
ん
な
俺
の
配
下
と
な
っ
て
い
る
。
」

ニ
ョ
ロ
モ
は
、
水
鉄
砲
を
す
る
も
謎
の
結
界
が
張
っ
て
あ
っ
た
。

「
結
界
に
包
ま
れ
て
い
る
の
か
。
」

エ
ン
テ
イ
と
赤
ニ
ョ
ロ
モ
が
炎
系
の
攻
撃
を
す
る
も
結
界
は
効
か
な
い
。

「
駄
目
か
。
」

「
こ
の
結
界
に
お
前
達
の
攻
撃
が
通
用
す
る
か
！
」

「
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
ピ
ー
ド
キ
ャ
ノ
ン
！
」

結
界
が
勢
い
よ
く
破
壊
さ
れ
た
。

「
レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
か
、
忘
れ
て
い
た
ぞ
。
お
前
を
な
。
」

ヨ
ワ
ホ
ベ
は
、
謎
の
装
置
を
持
っ
て
い
た
。
「
五
十
万
体
の
ポ
ケ
モ
ン
よ
、
俺

と
合
体
し
ろ
！
」
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ヨ
ワ
ホ
ベ
は
、
合
体
し
て
キ
ン
グ
ヨ
ワ
ホ
ベ
に
な
っ
た
。

「
で
か
過
ぎ
る
だ
ろ
こ
れ
っ
！
」

「
レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
！
」

「
承
知
し
た
。
合
体
欲
善
！
」

ニ
ョ
ロ
モ
と
黄
色
ニ
ョ
ロ
モ
と
赤
ニ
ョ
ロ
モ
と
錨
ニ
ョ
ロ
モ
と
レ
ア
コ
イ
ル
と

エ
ン
テ
イ
が
合
体
し
た
。

「
ヴ
ィ
ー
ア
・
ゼ
ネ
ク
リ
ス
ト
！
」

ヴ
ィ
ー
ア
・
ゼ
ネ
ク
リ
ス
ト
　
合
体
ポ
ケ
モ
ン

「
合
体
し
た
と
こ
ろ
で
俺
の
敵
で
は
な
い
。
く
た
ば
れ
！
」

キ
ン
グ
ヨ
ワ
ホ
ベ
は
、
ヴ
ィ
ー
ア
・
ゼ
ネ
ク
リ
ス
ト
を
踏
み
つ
ぶ
そ
う
と
し
た

が
軽
々
と
よ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
で
か
く
な
っ
た
か
ら
、
動
き
が
鈍
く
な
っ
た
な
。
こ
れ
で
も
食
ら
え
レ
ジ
ェ

ン
ド
デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト
！
」

キ
ン
グ
ヨ
ワ
ホ
ベ
は
ヨ
ワ
ホ
ベ
に
戻
り
五
十
万
体
の
ポ
ケ
モ
ン
達
は
住
処
に
帰

っ
て
行
っ
た
。
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第
十
七
話
　
こ
の
町
の
過
ち
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
八
話
　
謎
の
敵
現
る
！
ダ
ー
ク
ニ
ョ
ロ
モ
の
野
心
。
お
楽
し
み
に

！
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第
十
八
話
　
謎
の
敵
現
る
！
ダ
ー
ク
ニ
ョ
ロ
モ
の
野
心

ヨ
ワ
ホ
ベ
は
、
ニ
ョ
ロ
モ
達
を
見
て
退
散
し
て
い
っ
た
。

「
君
達
は
、
我
々
を
助
け
て
く
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。
」

リ
ザ
ー
ド
が
ニ
ョ
ロ
モ
達
に
言
っ
た
。

ニ
ョ
ロ
モ
達
は
、
町
で
し
ば
ら
く
暇
を
し
た
後
、
次
の
場
所
へ
と
向
か
っ
て
行

っ
た
。

次
の
場
所
に
向
か
う
途
中
、
敵
軍
に
襲
わ
れ
た
。

「
ぬ
わ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
！
」

「
あ
れ
は
、
ダ
ー
ク
ニ
ョ
ロ
モ
。
」

「
貴
様
等
の
行
動
を
バ
カ
バ
カ
し
く
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
」

「
な
ん
だ
と
！
」

「
待
て
、
錨
ニ
ョ
ロ
モ
。
ダ
ー
ク
ニ
ョ
ロ
モ
は
何
か
を
企
ん
で
い
る
。
」

「
鋭
い
勘
だ
ニ
ョ
ロ
モ
。
見
る
が
い
い
新
た
な
合
体
ポ
ケ
モ
ン
集
団
だ
。
」

カ
オ
ス
ー
、
ピ
カ
チ
ュ
ウ
と
ニ
ョ
ロ
モ
が
合
体
し
た
姿
。
オ
メ
ガ
モ
ン
に
似
た

姿
を
し
て
い
る
。
攻
撃
力
と
素
早
さ
が
高
い
が
防
御
力
に
は
欠
け
て
い
る
。

デ
ィ
グ
ザ
イ
ア
、
レ
ッ
ク
ウ
ザ
と
ア
ン
ノ
ー
ン
が
合
体
し
た
姿
。
合
体
ポ
ケ
モ



16

ン
の
中
で
防
御
力
が
高
い
。

ヒ
ト
ー
エ
ヴ
、
ヒ
ト
デ
マ
ン
と
ア
ー
マ
ル
ド
が
合
体
し
た
姿
。
装
甲
化
し
て
お

り
攻
撃
力
も
高
い
。

此
の
３
体
の
合
体
ポ
ケ
モ
ン
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
。
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第
十
八
話
　
謎
の
敵
現
る
！
ダ
ー
ク
ニ
ョ
ロ
モ
の
野
心
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
九
話
　
ダ
ー
ク
ニ
ョ
ロ
モ
の
刺
客
を
退
か
せ
ろ
！
行
け
レ
イ
ン
ボ

ー
ニ
ョ
ロ
モ
バ
ー
ス
ト
キ
ン
グ
！
お
楽
し
み
に
！
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第
十
九
話
　
ダ
ー
ク
ニ
ョ
ロ
モ
の
刺
客
を
退
か
せ
ろ
！
行
け
レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
バ
ー
ス
ト
キ
ン
グ
！

早
速
カ
オ
ス
ー
が
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
。

「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
ソ
ー
ド
！
」

ニ
ョ
ロ
モ
達
は
、
う
ま
く
よ
け
た
。

「
赤
ニ
ョ
ロ
モ
、
頼
む
ぜ
。
」

「
分
か
っ
た
。
火
焔
の
変
！
」

ヒ
ト
ー
エ
ヴ
は
、
赤
ニ
ョ
ロ
モ
の
攻
撃
を
軽
く
受
け
止
め
て
し
ま
っ
た
。

「
何
だ
と
！
」

レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
が
次
の
一
手
を
加
え
た
。

「
虹
色
の
陣
、
追
想
蓮
宋
可
！
」

ア
イ
ア
ン
テ
ー
ル
と
１
０
万
ボ
ル
ト
と
か
え
ん
ほ
う
し
ゃ
を
合
体
さ
せ
た
攻
撃

技
で
あ
る
。

デ
ィ
グ
ザ
イ
ア
に
そ
の
攻
撃
を
受
け
止
め
ら
れ
る
も
・
・
・

「
合
体
欲
善
！
」

ニ
ョ
ロ
モ
と
錨
ニ
ョ
ロ
モ
と
レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
が
合
体
し
た
。
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「
レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
バ
ー
ス
ト
キ
ン
グ
！
」

「
バ
ー
ス
ト
キ
ン
グ
だ
と
、
カ
オ
ス
ー
、
ニ
ョ
ロ
モ
キ
ャ
ノ
ン
！
」

「
ニ
ョ
ロ
モ
キ
ャ
ノ
ン
！
」

「
ス
ペ
リ
オ
ル
か
え
ん
ほ
う
し
ゃ
！
」

カ
オ
ス
ー
は
攻
撃
を
受
け
た
。

ニ
ョ
ロ
モ
と
ピ
カ
チ
ュ
ウ
に
戻
っ
た
。

ダ
ー
ク
ニ
ョ
ロ
モ
は
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
。
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第
十
九
話
　
ダ
ー
ク
ニ
ョ
ロ
モ
の
刺
客
を
退
か
せ
ろ
！
行
け
レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ョ
ロ
モ
バ
ー
ス
ト
キ
ン
グ
！
（
後
書
き
）

次
回
　
第
二
十
話
ダ
ー
ク
ニ
ョ
ロ
モ
の
陰
謀
、
恐
怖
の
合
体
。
お
楽
し
み
に
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

もろ色違いのニョロモ達の冒険！season２
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n0516s/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n0516s/

